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第3章　突然死を防ぐために
1. 突然死を防ぐために（子ども）

子どもの心停止の主な原因には、けが、溺水、窒息など

がありますが、その多くは日常生活の中で、十分に注意

することで予防ができるものです。

チャイルドシートの使用、自転車に乗る時のヘルメット

の着用、保護者がいないときの水遊びの禁止、幼児の手

の届くところに口に入る小さなものを置かない・・・など、

日常生活において、普段から配慮することが必要です。

動悸や失神の経験がある子どもの場合や、若い年齢で心

臓が原因で突然死を起こした家族がいる場合は、専門医

を受診しておくことも重要です。

必ず専門医を受診

●動悸や失神の経験がある子供の場合

●若い年齢で心臓が原因で突然死を起こした家族がいる

場合

また、乳児の突然死の原因として知られている乳児突然

死症候群は、家族の喫煙やうつぶせ寝を避けることで、

突然死のリスクを下げることができると言われていま

す。

乳児突然死症候群

×家族の喫煙、うつぶせ寝　→　リスクを下げます
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第3章　突然死を防ぐために
2. 突然死を防ぐために（大人）

成人の突然死の主な原因は、急性心筋梗塞や脳卒中です。

その初期症状に気づき、少しでも早く病院に行って治療

を始めることが重要です。

急性心筋梗塞は、冠動脈と呼ばれる心臓の筋肉に血液を送る
血管が詰まることによって生じます。
『胸の真ん中に突然生じる持続する痛み』『胸が締め付けられ
るような重苦しさや圧迫感』『胸が焼けつくような感じ』など
の症状が起こる場合がありますが、必ずしも胸だけに起こる
とは限りません。
急性心筋梗塞の症状
●胸の真ん中に突然生じる持続する痛み
●胸が締め付けられるような重苦しさや圧迫感
●胸が焼けつくような感じ

人によっては、肩・あごにかけて不快感をうったえるこ

ともあります。

重症の場合は、息苦しさ・冷や汗・吐き気などの症状も

あります。

次に、脳卒中とは、脳の血管が詰まったり、破けて出血し

たりすることによって生じます。脳の血管がつまって脳に

血液がいかなくなると脳梗塞という状態になり、『体の片

側だけ力が入らない』『しびれを感じる』『言葉がうまくしゃ

べれない』『ものが見えにくくなる』　などの症状が出ます。

脳卒中の症状

●体の片側だけ力が入らない　●しびれを感じる

●言葉がうまくしゃべれない　●ものが見えにくくなる
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また、脳の血管が破れて脳の表面に出血するとクモ膜下

出血という病気になり、生まれて初めて経験するような

非常に強い頭痛に襲われます。

もし、急性心筋梗塞や脳卒中のような症状がでたら、自

力で病院に行こうとせず、119 番通報をして救急車を

呼んでください。心臓や呼吸が止まる前に救急車を呼ぶ

ことができれば、助かる可能性が高くなります。
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救急車を待つ間に、万が一傷病者の反応がなくなり、普

段通りの呼吸もなくなったら、傷病者のそばにいる方が、

ただちに心肺蘇生を開始してください。

第3章　突然死を防ぐために
2. 突然死を防ぐために（大人）
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